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「Ethio-Tabi の創造に関する実践的地域研究」は、エチオピア産地下足袋 (Ethio-Tabi＝エチオタビ) の

研究、開発、普及、芸術、事業をめぐって、多様な人びとがともにフィールドワークをおこなってきた。

このとりくみは、多彩なフィールドが共鳴することにより、ユニークな超学際研究とエチオタビ文化

を創生していくことを目的としている。エチオタビにまつわる一連の試みを動態的に記録、分析する

ことによって、創造性の特質、醍醐味について探究し、未来につづく多様なかたちについて、描きだす

ことを目指している。 

 本発表では、これまでのオロミヤ州南西ショワ県ウォリソにおける皮革職人で起業家のカッバラと

のエチオタビ製作をふりかえり、1.納期の遅延といった経営的課題、2.エチオタビのアウトソールの離

脱といった技術的課題について検討する。そのうえで、3 年ぶりにおこなった、2023 年 2 月 5 日から

2023 年 2 月 24 日までの 20 日間のフィールドワークの成果を報告する。 

 経営の改善に関しては、3 年前に納品に関するマネジメントを依頼した、現地起業家とともに注文を

した 104 足のエチオタビを確認した。完成までのプロセスに、さまざまなトラブルが生じており、こ

のような経営に関係する問題に、柔軟に対応するためには、発表者がみずから現場で調整することの

重要性を再確認した。 

生産の改善に関しては、とある農民が、3 年前に提供した試作品の「貼り付け」のエチオタビを、自

ら「縫い付け」を施し、耐久性と利便性を高めたという情報を得た。さらにその農民は、生活のなかで、

広く知人のものにも縫い付けを施していたという話を聞くことができた。 

 以上をふまえて、発表者の 20 日のフィールドワーク期間で完成可能な納品数と、縫い付けエチオタ

ビの質の向上の生産に関して、カッバラとエチオタビの試用人となる農民を交えて議論をした。その

結果、まずは 10 日で、既製の縫い付け履物の研究を重ね、耐久性の高い革製 12 足と布製 4 足の合計

16 足の縫い付けエチオタビの制作を目指すこととした。縫い付けに適したアウトソールの素材の調達

や、製作技術にともなうデザイン変更にまつわる研究はあらたな挑戦となった。縫い付けの実施は、紆

余曲折を経て、ある 1 人の街のリストロ（靴磨き職人）の協力を得られ、目標の 10 日で 16 足の縫い

付け式のエチオタビの製作に成功していた。さらに残りの 10 日間で、あらたなデザインを加える形で

カッバラを中心にさらに 16 足の製作を目指した。6 日後、目標の 16 足はさらに高い品質で完成し、最

終的には 16 日間で、32 足全て手製の縫い付けエチオタビの生産に成功した。 

 エチオタビの完成品をカッバラとともに、発表者の調査村で披露をした。農民からデザインと縫い

付けに関しては高い評価を得た。また、今後のエチオタビにまつわる研究と事業、あらたな表現可能性

ついて、農民と議論をおこなった。縫い付けエチオタビの事業化に向けて、多様な人びととの歩みをす



 
 

すめるために、エチオタビにまつわる芸術面からの実践的な検討を計画している。最後に来年度の本

学術大会の発表計画「Ethio-Tabi の創造に関する実践的地域研究⑧」の構想について述べる。 


